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P a g e t o i d  s p r e a d を伴った肛門管癌の 1切除例

愛知県がんセンター消化器外科
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巻渕 弘 治  藤 光 康 信  紀 藤  毅

症例は47歳の男性.肛 門出血および腫場の肛門からの脱出を主訴として,平 成 6年 8月 1日近医を

受診.平 成 6年 8月 18日,経 肛門的腫瘍摘出術を施行された。平成 6年 9月 12日当科入院.摘 出標本

上,高 分化腺癌 (mp)か ら,肛 門粘膜上皮内にpagetoid spreadを認めたため,肛 門周囲の皮膚生検

を系統的に施行し,浸 潤範囲を同定した。腹会陰式直腸切断術施行後 1年 4か 月が経過したが,再 発

徴候なく外来通院中である.

肛門管癌に合併した肛門周囲 Paget病変は極めてまれで,文 献上著者が検索しえた限りでは,自 験

例を含めて 9例 の報告のみである。また根治術施行前に肛門周囲の浸潤範囲を同定しえた報告は,検

索しえた限り自験例のみであり,文 献的考察を加え報告した。
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はじめに

肛門周囲 pagetoid spreadは,肛 門周囲の皮膚また

は肛門粘膜上皮内に大型淡明ないわゆるPaget細 胞

が浸潤していることが特徴である。しかしpagetoid

spreadを伴った肛門管癌は極めてまれであることや,

肛門周囲皮膚浸潤範囲の術前における同定が,肉 眼的

所見からは困難
1)なことから術前には見のがされやす

い。今回我々は根治術前に,存 在および局在診断をし

えた肛門周囲 pagetoid spreadを伴った肛門管癌の 1

切除例を経験したので,文献的考察を加えて報告する。

症  例

患者 :47歳,男 性

主訴 :肛門出血および腫瘍の肛門からの脱出

家族歴 :特記すべきことなし.

既往歴 :特記すべきことなし.

現病歴 :平成 5年 3月 頃より,排 便時に肛門出血あ

り。平成 6年 4月 頃より肛門から,腫 瘍が脱出するよ

うになったが,痔 だと思い放置した。平成 6年 8月 1

日近医を受診し, 8月 18日肛門ポリープの診断で,経

肛門的腫瘍摘出術を施行された。術後病理学的検索に

より,肛 門ポリープは高分化型腺癌で,中 等度のリン

パ管侵襲を認めたため,根 治術を勧められ,本 人希望

にて当科受診,平 成 6年 9月 12日当科入院となった。
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初診時肛門部所見 :肛門指診では,肛 門管内後壁に

約lcm位 の平坦な瀬痕様腫瘤を触知した。肛門鏡所見

では,肛 門管後壁に手術による嬢痕があり,そ の内部

に結紫糸を認めた。また疲痕より,連 続的な進展で歯

状線を越えるびらん様病変を認めた.

臨床検査所見 :血液 。生化学的検査では特に異常所

見は認められず,腫 瘍マーカーも正常範囲であった.

画像診断 :経肛門的腫瘍摘出術施行前の注腸所見で

は,下 部直腸後壁から肛門管にかけて,比 較的表面平

滑な4cm大 の隆起性病変あり。側面像では,明 らかな

壁の変形は認めなかった.根 治術施行前の computed

tomographyお よび Inagnetic resonance imagingで

は,明 らかなリンパ節の腫大は認めなかった。

持参した組織標本を検討した結果,中 分化型腺癌,

深達度は固有筋層,また肛門管粘膜重層扁平上皮内に,

大型淡明ないわゆるPaget細 胞が浸潤する,pagetoid

spreadを示し,同 部で断端が陽性であった (Fig.1).

以上より根治術施行前に,皮 膚浸潤範囲を同定するた

め,皮 膚生検を行った。

皮膚生検 :肉眼的にはびらん,潰 瘍といった病変は

認めなかったが,肛 門縁よりlcmの 間隔で皮膚生検を

施行 した ところ, 0 時 を中心 に, l c m 円 心上 に

pagetoid spreadを認めた(Fig.2a)。さらに詳細な浸

潤範囲を同定すべく,2cm,3cm円 心上の皮膚生検を

再度施行し,皮 膚切離線を決定した (Fig。2b).以 上

より肛門周囲 pagetoid spreadを伴った肛門管癌と診
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断し,根 治術を施行した。

手術所見 :平成 6年 10月3日腹会陰式直腸切断術を

行い,S4神 経のみ温存した側方郭清術 (D3)を加えた.

皮膚切離線は,術 前生検にてすべて癌陰性であった。

肛門縁から3cmの ところで行った。

臨床的病期は,RbP後 型 I tt HcPoN1251(十)Mp

Stage IIIaであったり。

切除標本 :歯状線直上 7時 を中心に3×2cmの 浅い

陥凹性病変を認め,経 肛門的腫瘍摘出術後の疲痕で,

癌遺残を認めた。また同部より連続的な進展を認める,

3.0×2.5cmの びらん様病変を, 7時 の歯状線から肛
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門縁皮膚にかけて認めた.ま た,5mm間 隔で組織標本

を作成しpagetoid spreadの進展をシェーマで示した

(Fig.3).

組織学的所見 :切除標本の黒丸線上の組織標本を作

成した (Fig。3a),標 本では肛門の扁平上皮肉,肛 門

管の粘膜下,筋 層に癌細胞を認めた(Fig.4a,b)。 ま

た肛門管粘膜重層扁平上皮内に,大 型淡明ないわゆる

Paget細 胞が浸潤 した,pagetoid spreadを 認めた

(Fig。4c).

組織学的病期は,HOPOn1251(十 )mp stage IIIa,

根治度 Aで あった
21

Fig. 1 Histology of the anal tumor at local excision (Fig. la : HE, x 10, lb and
lc: HE, x200). Histologically, the anal tumor was moderately differentiated
adenocarcinoma, which invaded muscularis propria (1b) with perianal pagetoid

spread (1c).
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FiS. 2 Skin punch biopsy was performed in per.
ianal area. Hatched circle shows pagetoid spread
(2a). There was no pagetoid spread proven in
additional biopsies (2b).

術後経過 :術後 7か 月の現在,再発の徴候を認めず,

外来通院中である。

考  察

1893年にDarierらめによって,は じめて肛門周囲

Paget病 が報告されたが,乳 房外 Paget病 の中でも,

肛門管癌に圧門周囲 Paget病 を伴った症例は,極 めて

まれであり,文 献上自験例を含んでも9例 にすぎな

ぃ41-101(Table l).

大山。は,肛 門周囲 Paget病変を次の 3型 に分類し

た。すなわち,1)Paget細 胞が上皮内に限局するもの,

2)汗 管ないし汗腺癌を伴う肛門周囲 Paget病 ,3)肛

門癌 ・直腸癌を伴う肛門周囲 Paget病 である。本症例

は分類3)に属した。このように明らかに周囲臓器に原

発巣が存在し,Paget病 変と連続性が証明されれば,

Paget現象,pagetoid spreadとして区別されるが,実

際にその連続性を証明することは難しい。また,藤 原

らのは特殊型であるpagetoid spreadを示す腺癌と,い

わゆるアポクリン腺由来の Paget癌 とは区別されな

ければならないと述べており,Paget現 象を示す腺癌

の予後は悪 く,表 皮内に限局したアポクリン腺癌は予

後が良いといわれる。

根治術施行前にpagetoid spreadを同定しえた報告

は少ない。本症例では,術 前 2回 にわたり肛門周囲の

皮膚生検を行い浸潤範囲を同定した。 0時 を中心に,

10時か ら 2時 の2cm未 満 の同心 円上 にpagetoid

spreadを証明しえたが,切 除標本の5mm切 片による

mappingで は,6時 を中心に10時から4時 に浸潤を認

めており,皮 膚生検 と若子のずれを認めた。しかしな

がら,組 織標本より肛門縁から2cm以 上の同心円上皮
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膚に浸潤は認めず,皮 膚生検は根治術施行時の皮膚切

離線決定には,有 用であった。本チ障昆告例でも皮膚浸

潤の広がりは,狭い範囲という記載から,直径10cmに

わたるとするものまであり,な かには細長 く延びる不

規則な進展を,示 すものまであった。このように,術

前肛門周囲に紅斑,灰 白色,隆 起,潰 瘍,湿 疹様の病

変を認めたならば,積 極的に Paget病変を疑う必要が

ある。そして再切除を要することがないように,ま た

広い浸潤範囲の場合は,会 陰再建をも術前に予定する

ために,皮 膚生検にて術前に進展範囲を同定すること

が肝要であると考えられた.本 症例では根治術前の組

織標本で,pagetoid spreadを確認できたが,皮膚病変

Fig. 3 Resected specimen.
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Fig. 4 Cut section of the resected specimen at APR (4a : HE, x 10, 4b and 4c :
HE, x200). Histologically, the anal cancer was moderately differentiated
adenocarcinoma and which invaded to the muscularis propria (4b), with
perianal pagetoid spread (4c).
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Table 1 Reported cases of anal cancer with pagetoid spread

|=(

N o Author year age & sex disease Historogical type Operation
method

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Ariwa

Ariwa

Hasizume

Fujiwara

Simizu

Kumegawa

Hirai

Yamada

Present
Case

1976

1976

1985

1987

1989

1991

1992

1993

1995

77 F

78 F

82 F

68  A/1

65  1VI

59 F

52  〕vI

79 A/1

47 NI

mucocl lu lar  carc inoma

col lo id carc inoma

unknown

mucocllular carcinoma

mucocllular carcinoma

mucocllular carcinoma

mucocl lu lar  carc inoma

mucocllular carcinoma

moderately differentiated
adenocarcinoma

APR

local excision

unknown

APR

APR

APR

APR

APR

APR

APR : Abdominoperineal resection
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A Case Report of Anal Canal Cancer with Perianal Pagetoid Spread

Shota Kodama, Takashi Hirai,  Tomoyuki Kato, Kouji  Makibuchi,
Yasunobu Fujimitsu and Takeshi Kito

Department of Gastroenterological Surgery, Aichi Cancer Center Hospital

A 47-year-old male consulted a nearby physician, with anal bleeding and prolapse of an anal tumors
as chief complaints, and underwent transanal local excision of the tumor. Histopathological examination
of the resected specimen revealed well-differentiated adenocarcinoma invading as far as the muscularis
propria and accompanied with perianal pagetoid spread, the extent of which had to be evaluated by skin
biopsies. The patient is well and disease-free 7 months after undergoing abdomino-perineal resection with
adequate incision of the perianal involved area. Cancer of the anal canal is seldom accompanied by
pagetoid spread and only nine such cases, including ours, have been reported. The extent of perianal

spread of the disease was not properly evaluated in any of the cases reported so far, and adequate
management of the rare disease is described in the present case report with references to the literature.
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